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大 豆 作 技 術 情 報 Ｎｏ．２ 
 

                                                              令和８年６月１９日  

                                                                 鳥取県産米改良協会  

☆今の時期の技術対策のポイント  
１．排水対策の徹底で初期生育を確保  
・額縁明渠や弾丸暗渠の施工、排水路への接続、排水路の清掃など、播種前に行い、降雨の

多い時期でも、播種後の安定した出芽、生育につなげましょう。  

 

２．適期播種で収量・品質向上  
・播種後、大雨が予想される場合は、天気予報を参考にしながら、無理をして播種せず、少なく

とも播種後３日間はまとまった降雨予報のない日に播種しましょう。７月上旬頃を目途に播種を

終えれば、収量への影響は小さくなります。  
 

 
                            
１．天気予報 
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２．技術対策 

（１） 排水対策 

大豆栽培において、排水対策は極めて重要である。出芽から初期生育期は最も湿害に弱く、

この時期に滞水等によって土壌水分が高くなると、出芽・苗立ちが不良となるのみならず、出

芽してもその後の生育量が得られず、著しく減収する。  

また、湿害の影響で節間伸長が抑制されると、最下着莢位置が低下し、茎が太くなることで

成熟期に茎水分が低下しにくく、コンバイン収穫適性が劣るとともに、汚損粒による品質低下

につながる。  

このため、排水対策によって苗立ちと初期生育を確保することで、収量確保及び品質向上

を図るため、以下の技術を徹底する。  

 

（ア）  額縁明渠の施工と、ほ場内排水溝の設置  

降雨後の迅速な表面排水を図るため、ほ場周囲に深さ３０ｃｍ程度の額縁明渠を施工する

他、ほ場の均平化を図るとともに、畝立て等によるほ場内排水溝の設置を行う。  

 

（イ）  弾丸暗渠の施工  

土壌の透水性が小さいほ場や地下水位が高いほ場では、本暗渠に直交して４ｍ程度の間

隔でサブソイラーによる弾丸暗渠を施工する。その際、弾丸暗渠の深さを明渠の底面とあわ

せておくと、開花期のかん水にも利用できる。（下図参照：令和８年度麦栽培指導指針ｐ２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）  施工した明渠や排水溝の排水路連結 

明渠や排水溝が施工してあっても、排水路に連結されていない場合は、ほ場外に排水で

きないため、明渠や排水溝は排水路へ必ず連結し、排水口へ水が流れ出るようにすること。  
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表　１０ａ当たり必要種子量　　単位：kg
条間80× 条間75× 条間70×
株間18 株間18 株間18
14,000本
/10a

15,000本
/10a

16,000本
/10a

26ｇ 3.6 3.9 4.2
28ｇ 3.9 4.1 4.5
30ｇ 4.2 4.4 4.8
32ｇ 4.4 4.7 5.1
34ｇ 4.7 5.0 5.4

注）条間、株間の単位は「cm」。２粒播き。

百粒重

（２） 施  肥   

（ア）土壌 pH の調整 

大豆の生育は土壌の pH6.0～6.5 が最適である。石灰質資材による酸度矯正を行う前に、

土壌の pH を測定し、施用量を決定するのが望ましい。石灰質資材施用の一応の目安は、苦

土石灰で 10ａ当たり 100kg である。資材は耕起前に施用し、土壌とよく混和する。前作が麦

類、大豆の場合には 50kg 程度の施用量を目安とする。  

 

（イ）施肥量 

基肥は 10ａ当たりの各成分量で、窒素 2kg、リン酸 8kg、加里 8kg を基準とする。また、窒

素の施用量が多すぎると、根粒菌の着生が抑えられ、根粒菌による窒素固定と大豆への窒

素供給量が減少するので注意する。  

※  レンゲ跡等のマメ科緑肥が鋤き込まれたほ場では、基肥の窒素施用を行わない。  

 

（３） 耕 起  

大豆栽培ほ場では、大豆茎葉による群落の被陰程度が雑草防除の良否に影響するため、

湿害を回避しながら出芽・苗立ちを向上し、大豆の生育量を確保することが重要であり、適切

な耕起によって播種時の土壌を生育好適条件に近づける必要がある。  

 

【播種時の土壌目標】  

大豆は、出芽時に適度な水分と多量の酸素

を必要とする作物であるため、耕起や砕土・整

地の程度が重要となる。耕起は、ほ場が十分に

乾いた状態で実施し、播種前に土塊 2cm 以下

が 70～75％あることを目標に砕土・整地する。  

※  深層の土塊は大きく、表層は細かくすると、

通気性、透水性が向上するため、砕土・整地に

ドライブハローを用いると効果的である。  

※  耕起時の土壌水分が高く、土塊が大きいと、

播種精度が低下して出芽率が低下する上に、

土壌処理除草剤の効果も低下し、雑草が繁茂

する可能性が高くなる。  

 

（４） 播 種 

（ア）  種子の準備                     

①  種子量の確保 

目標とする播種密度に応じて、右表を参考に種子を準備する。標準で４～５kg/10a であり、

使用する播種機にもよるが、多少余分を持つ必要がある。  

②  種子消毒 

種子消毒は、クルーザーＭＡＸＸを種子塗沫する。  

 

（イ）  適期播種 

①  播種時期の目安  

6 月上中旬を目安に播種を開始し、７月上旬頃を目途に播種を終えるように計画する。  

※  苗立不良による播き直しは、手間と経費の増加につながるため、播種予定日になっても降雨

等により土壌水分が高い場合や、大雨予報の場合は、無理せず播種を延期する。  

※  多少播種日が遅れても、土壌条件の回復を待って播種した方が、悪条件での播種に比べて、

その後の生育・収量は良好となりやすい。  

※  播種晩限としては設定していないが、過去の試験成績から８月以降の播種で顕著に収量が低

下することが示されている。  

②  晩播の場合の注意点  

７月中旬以降に播種する場合には、株間を短縮して通常の播種量の 1.5 倍程度に密播す

る。狭畔密播の場合は、最大限の播種量を設定しているため、基準どおりの播種量とする。  
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③  再播種の場合の注意点  

出芽前の大雨による冠水等により、再播種を行う場合は、まずは排水に努めて土壌の乾燥

を図る。土壌条件が回復し、農業共済等の現地確認が完了した後に播き直しの判断をする。  

※  最初の播種時に有効成分「リニュロン」を含む除草剤（土壌処理剤）を使用した場合は、再播

種時に薬害が発生する懸念があるため、除草剤の使用後２週間以上経過した後、耕うんして再

播種する。また、再播種後の土壌処理除草剤はリニュロンを含まない剤を使用する。  

 
（ウ）播種作業 
①  播種条間 

播種機の条間設定は、中耕培土作業に用いる機械にあわせて決定し、播種条間の目安は
以下のとおりとする。  

   ･管理機や耕うん機：使用する中耕機の耕うん幅＋３０cm 程度を播種条間の目安とする。  
   ･トラクタ装着型ロータリカルチ：トラクタの輪距やロータリカルチの装着連数を考慮する。  

②  株間と播種深度  
株間は 20cm 以下で２粒播きとし、播種深度は３㎝程度となるよう調整する。  
※  浅過ぎると、覆土不良や乾燥害による欠株が発生しやすくなる。  

※  深過ぎると、降雨後の晴天によって土壌表面がクラスト化した際に、出芽と子葉展開に支障が

ある場合がある。  

③  播種密度 
播種密度は条間 70～80cm、株間 18cm の２粒播設定では、約 14 千～16 千本/10a となる。  
※  耕起・砕土・整地を適切に行うことで苗立率の向上に努め、欠株を防止する。  

④  密播の効果 
大豆は密播により全体の着莢位置が上昇する。

株間や畝間の短縮や、１穴株数を増加すると、耐湿
性や物理的な出芽応力が向上し（右写真）、増収す
る試験例もある。  
※  播種密度を確保することが、コンバイン収穫適性

の向上や収量確保の点から有効である。  
 

（５） 除 草  
（ア）  播種後土壌処理 
①  砕土・整地・播種と除草効果の関係  
土壌水分の高い条件で耕うんや砕土・整地を行うと、播種時の土塊が粗くなって、播種精

度が低下するとともに、除草剤の効果が低下する。また、悪条件での播種では苗立が不良と
なり、大豆茎葉による被陰不足が雑草多発生の原因となる。  
②  播種後土壌処理の留意点  
・砕土・整地を丁寧に行い、播種後は直ちに土壌処理除草剤を散布する。  
・散布時に土壌が極度に乾燥している条件で粒剤を使用すると、成分のガス化が遅れ、土
壌表面の処理層が形成されにくいため、乳剤の使用が有効な場合がある。  
・散布後に降雨が予想される場合は、薬害が発生しやすく、除草効果も低下するため、散布
を見合わせる。播種と除草は一連作業として完了できるように、天候を見ながら計画する。  
・強風時の除草剤処理を避ける。特に噴霧による処理ではドリフトしやすいため、細心の注
意が必要である。  
・除草剤の重複散布が原因で、薬害によって出芽が劣る場合があるので、作業時に注意が
必要である。  

 
（イ）  生育期茎葉処理 
・イネ科雑草を対象としてポルトフロアブル（成分名：キザロホップエチル）など、広葉雑草を
対象として大豆バサグラン液剤（成分名：ベンタゾン）などを散布する。  
※ 大豆バサグラン液剤の効果は草種によって異なり、タデ科やキク科の雑草には効果が高いが、シロ

ザやヒユ科の雑草、一部のイヌホオズキ類に対する効果は低い。 

※ 大豆バサグラン液剤の処理により、大豆の葉に一過性の褐変・葉枯れ等の薬害を生じることがある。

通常は、新葉の成長に対する影響は小さいが、重複散布による著しい薬害に注意する。 

１穴２粒播き １穴１粒播き
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※ いずれの剤も生育の進んだ雑草に対しては効果が劣る。また、大豆の生育ステージや収穫前日数で

処理晩限が定められているので、使用時期には十分注意する。 

※ 帰化アサガオ類、アレチウリ、イヌホオズキなどの難防除雑草の防除については、「診断に基づく大

豆栽培改善技術導入支援マニュアル」（2022 年 3 月改訂２版 農研機構）を参考にする。 特に帰化ア
サガオは、侵入当初の早期対応が重要であるため、ドローン等も利用しながら、生産者と指導者が連

携し、組織的なほ場観察を継続いただきたい。なお、マニュアルに記載のアタックショット乳剤は製造中

止となり、令和８年から当面の間供給停止となるので注意のこと。 

 

（６） 中耕・培土   

中耕培土は、大豆生育中の雑草発生を抑える有効な手段の一つである。同時に、株元に

土を寄せることによって地際部の不定根の発生を増加させ、倒伏防止と生育中後期の養分の

吸収に役立つことが知られている。  

 水田転換畑の大豆は、一般に根が浅い一方で、地上部は伸長することで倒伏しやすくなる

ため、培土の必要性は大きい。  

（ア）中耕培土時期  

大豆５葉期（播種後３０日）頃を目安に中耕を行い、第３～５葉が十分成長した頃を目安

に培土を行うことが望ましい。  

※  早期に培土することで大豆の生育が抑制される場合があるので、雑草が発生した場合は、先

に中耕を行い、培土を適期に実施する。  

※  雑草防除に成功し、大豆が健全に生育した場合は、中耕培土の一括作業が可能となる。  

 

（イ）培土の高さ 

・初生葉節以上を目標にして培土する。  

・培土高が高すぎると、コンバイン収穫時に刈高調整が難しくなり、泥混入によって汚粒が

発生しやすくなるため、中耕による雑草防除効果を重視し、過度の培土は避ける。  

 

（７） 病害虫防除   

（ア）  種子消毒による出芽時の紫斑病及びタネバエ、アブラムシ、ネキリムシ類等の防除 

・病害虫の被害粒を取り除いた健全種子を準備し、クルーザーＭＡＸＸを種子塗沫する。塗

抹後に種子を拡げて軽く風乾すると、播種機ホッパー内での固着リスクを低減できる。  

・タネバエは、ダイアジノン粒剤５を作付前に全面土壌混和するか、作条土壌混和すること

でも防除が可能である。ネキリムシの防除は、同剤を土壌表面散布する。  

・播種期が早い場合、基肥に未熟な堆肥や鶏糞などを施用した場合、あるいは前作の残さ

などの有機物が多い場合にタネバエの発生が多くなるので、これらのほ場では必ずタネバ

エ防除を行う。  

 

（イ）  サチユタカのウイルス病防除対策  

サチユタカは褐斑粒が発生しやすいので、褐斑粒の発生を減少させるために以下の総

合対策を行う  。  

①  ウイルスの保毒の可能性がある黒大豆、フクユタカ、地大豆との隣接栽培を行わない。 

    （１００ｍ程度を目安に離れたほ場に作付する）  

②  ほ場周辺の除草を徹底する。  

③  ウイルス病の被害株を抜き取る（種子伝染株は本葉４～５葉期頃から病徴が現れる）。 

④  アブラムシの防除を徹底する。  

     ※ アブラムシの防除は、クルーザーＭＡＸＸの種子塗沫処理の防除効果が高く、その残効は、播

種後 30～50 日間である。  

     以下のＵＲＬで農薬の登録情報が確認できるので適正使用の参考にしてください。  

           https://pesticide.maff.go.jp  
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【参考】不耕起無培土密播栽培のポイント  

 専用播種機を使用して密播する以外は、基本技術の内容についての相違はありません。 

（１）播種量  

種子は 10a 当たり８～１０ｋｇ準備する。  

 

（２）ほ場排水対策  

降雨後に表面水が残らないことを目安にして排水対策を徹底する。  

 

（３）播種前除草  

グリホサート系除草剤処理もしくはハンマーナイフモア等による草刈・粉砕により、カズノコグ

サ、スズメノテッポウ等の冬雑草を播種前に防除する。  

 

（４）施肥  

大豆の生育は土壌の pH6.0～6.5 が最適である。土壌の pH を測定し、石灰質資材による

施用量を決定するのが望ましい。石灰質資材施用の一応の目安は、苦土石灰で 10 アール当

たり 100kg、石灰窒素で 50kg である。  

 

（５）種子予措 

無病種子を選び、クルーザーＭＡＸＸを種子塗沫する。  

 

（６）播種 

・出芽に適した播種深度は 2cm 程度で、あまり深くならないように調整する。  

・条 1m 当たりの粒数が 7～10 粒程度になるように、播種機の繰出量を設定しておく。  

 

（７）播種後除草 

・降雨等で除草剤処理のタイミングを逃すと雑草の発生が多くなるので、播種後すみやかに土

壌処理除草剤を散布する。  

・重複散布や散布ムラがないように丁寧に散布する。  
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※農作業安全と、熱中症への注意喚起をお願いします。  
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